
令和７年６月定例市議会

令和７年度岡山市補正予算書
及　び予算に関する説明書



目　　　　　次

令和７年度　　岡山市一般会計補正予算（第１号） ……………………………………… １

令和７年度　　岡山市下水道事業会計補正予算（第１号） ……………………………… 27



1

岡 山 市 一 般 会 計 補 正 予 算

PB 1



2



3

　　甲第105号議案

令和７年度岡山市一般会計補正予算（第１号）

令和７年度岡山市の一般会計補正予算（第１号）は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第 １条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ102, 000千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ409, 425, 043千円とする。

２ 　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は，「第

１表　歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費の補正）

第 ２条　地方自治法第213条第１項の規定により，翌年度に繰り越して使用することができる経費は，「第２

表　繰越明許費補正」による。

　　令和７年６月９日提出

 岡山市長　大　　森　　雅　　夫　　
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第　１　表　  歳　入　歳　出　予　算　補　正

  歳   入 (単位　千円)

款 項

繰越金

繰越金

諸収入

雑入

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 入 合 計

一般会計
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  歳   出 (単位　千円)

款 項

総務費

総務管理費

選挙費

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

一般会計
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款 項 事　　　業　　　名 金　　額

６農林水産業費 １農　　業　　費 用排水施設改良事業 75, 000

８土　 木 　費 ５道路橋りょう費 単独道路改修事業 620, 000

第２表　繰越明許費補正

　一般会計　繰越明許費

　設　　定 （単位　千円）
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予 算 に 関 す る 説 明 書
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　（歳　　入）

繰越金
繰越金
 1 繰越金

諸収入
雑入
 3 違約金及び延納利息

 6 雑入

歳　入　合　計

款　　　　項　　　　目 補 正 前 の 額 補 正 額 計

1

一般会計
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（単位　千円）

節   

 1 前年度繰越金 前年度剰余金

 1 違約金 現年度分

 2 総務費雑入 その他総務費雑入

説 明
区 分 金 額

2
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  歳　出 （総　括）

款 項

総務費

総務管理費

選挙費

歳 出 合 計

補 正 前 の 額 補 正 額 計

1

一般会計

10



(単位　千円)

補 正 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

2
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　（歳　　出）

総務費
総務管理費

15 財産管理費

選挙費
60 市議会議員選

挙費

補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

歳　出　合　計

款　　項　　目 補正前の額 補 正 額 計

1

一般会計
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　（歳　　出）

総務費
総務管理費

15 財産管理費

選挙費
60 市議会議員選

挙費

補 正 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国県支出金 地 方 債 そ の 他

歳　出　合　計

款　　項　　目 補正前の額 補 正 額 計

1

一般会計

（単位　千円）

  

10 需用費 消耗品費 財産管理事務費

光熱水費

修繕料

11 役務費 手数料

12 委託料 警備委託料

清掃等委託料

浄化槽維持管理等委託料

消防設備等点検委託料

樹木伐倒等委託料

測量設計等委託料

13 使用料及び

賃借料

14 工事請負費

16 公有財産購 建物等購入費

入費

18 負担金補助 水道工事等負担金

及び交付金 各種研修受講負担金

 1 報酬 選挙長報酬 市議会議員選挙費

立会人報酬

 3 職員手当等 時間外勤務手当

管理職員特別勤務手当

10 需用費 消耗品費

食糧費

印刷製本費

修繕料

11 役務費 通信運搬費

手数料

筆耕翻訳料

12 委託料 会場設営等委託料

選挙公報配布委託料

人材派遣委託料

13 使用料及び

賃借料

18 負担金補助 選挙公営費負担金

及び交付金 不在者投票特別交付金

節

区 分 金 額 説　　　　　　明
目　　の　　説　　明
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給与費明細書

報 酬 給 料 地域手当

長 等 3 0 36,000 （4.60） 17,365 1,104

議 員 46 394,320 0 （4.60） 181,388 0

そ の 他 17,707 1,086,772 14,326 （4.60） 6,832 488

計 17,756 1,481,092 50,326 205,585 1,592

長 等 3 36,000 （4.60） 17,365 1,104

議 員 46 394,320 （4.60） 181,388

そ の 他 17,700 1,086,694 14,326 （4.60） 6,832 488

計 17,749 1,481,014 50,326 205,585 1,592

長 等 0 0 （0） 0 0

議 員 0 0 （0） 0

そ の 他 7 78 0 （0） 0 0

計 7 78 0 0 0

給　　　与　　　費　　　　　明　　　細　　　書　

給　　　　与　　　　　　　費　　　　　　　　　　

補 正 前

比 較

期 末 手 当 等
年間支給率（月分）

区 分

補 正 後

職 員 数

１　　特　　　別　　　職
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扶養手当 住居手当 通勤手当
管 理 職
手 当

退職手当 計

780 0 0 0 0 55,249 6,405 61,654

0 0 0 0 0 575,708 92,661 668,369

108 0 0 1,791 0 1,110,317 4,546 1,114,863

888 1,791 0 1,741,274 103,612 1,844,886

780 55,249 6,405 61,654

575,708 92,661 668,369

108 1,791 1,110,239 4,546 1,114,785

888 1,791 1,741,196 103,612 1,844,808

0 0 0 0

0 0 0

0 0 78 0 78

0 0 78 0 78

給　　　与　　　費　　　　　明　　　細　　　書　

給　　　　与　　　　　　　費　　　　　　　　　　
合 計 備 考共 済 費

（単位　千円）
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給与費明細書

人

補 正 前

職 員 手 当 等

通 勤 手 当

補正前

区 分

補正後

区 分 休 日 勤 務 手当 管 理 職 手 当 期 末 手 当

比 較

扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 初任給調整手当

補正後

勤 勉 手 当

職 員 手 当
等 の 内 訳

比 較

補正前

定 時 制 通 信
教 育 手 当

比 較

２ 一 般 職

総 括

区 分

補 正 後

職 員 数
給 与 費

報 酬 給 料

給 与 費
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時間外勤務手当特殊勤務手当
管 理 職 員
特別勤務手当

単身赴任手当 宿 日 直 手 当

児 童 手 当退 職 手 当 教員特別手当産業教育手当

（単位　千円）

給 与 費

計
共 済 費 合 計 備 考

夜 間 勤 務 手 当

（単位　千円）
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給与費明細書

ア　会計年度任用職員以外の職員

人

イ　会計年度任用職員

人

区 分 職 員 数
給 与 費

給 料 職 員 手 当 等

補 正 前 （指 人）

補 正 後 （指 人）

比 較 （指 人）

職 員 手 当
等 の 内 訳

区 分 扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 初任給調整手当

補正前

区 分 休日勤務手当 管 理 職 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当
定 時 制 通 信
教 育 手 当

補正後

通 勤 手 当

比 較

比 較

補正前

補正後

区 分 職 員 数
給 与 費

報 酬 給 料 職 員 手 当

補 正 前 （指 人）

補 正 後 （指 人）

比 較 （指 人）

職 員 手 当
等 の 内 訳

区 分 扶 養 手 当 地 域 手 当

補正後

比 較

住 居 手 当 初任給調整手当 通 勤 手 当

補正後

補正前

比 較

区 分 休日勤務手当 管 理 職 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当
定 時 制 通 信
教 育 手 当

補正前
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（単位　千円）

給 与 費
共 済 費 合 計 備 考

計

（単位　千円）

夜間勤務手当単身赴任手当 特殊勤務手当 時間外勤務手当 宿 日 直 手 当
管 理 職 員
特別勤務手当

教員特別手当 児 童 手 当産業教育手当 退 職 手 当

（単位　千円）

給 与 費
共 済 費 合 計 備 考

計

単身赴任手当 特殊勤務手当 時間外勤務手当 宿 日 直 手 当
管 理 職 員
特別勤務手当

夜間勤務手当

（単位　千円）

産業教育手当 退 職 手 当 教員特別手当 児 童 手 当
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給与費明細書

人

区 分

補正後

扶 養 手 当

　　給　 　与 　　費　 　明　　 細　 　　　  書 　　説　 　明　　 資　　 料

給 料 職 員 手 当 等

地 域 手 当 住 居 手 当 初任給調整手当

期 末 手 当

通 勤 手 当

補正後

勤 勉 手 当
定 時 制 通 信
教 育 手 当

休 日 勤 務 手 当 管 理 職 手 当

１ 総 括 a

補 正 前

職 員 手 当
等 の 内 訳

比 較

区 分

比 較

補正前

補正前

比 較

職 員 数
給 与 費

報 酬
区 分

補 正 後
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　　給　 　与 　　費　 　明　　 細　 　　　  書 　　説　 　明　　 資　　 料

（単位　千円）

夜 間 勤 務 手 当宿 日 直 手 当単 身 赴 任 手 当 特 殊 勤 務 手 当 時間外勤務手当

教 員 特 別 手 当 児 童 手 当産 業 教 育 手 当 退 職 手 当

（単位　千円）

共 済 費

（事業会計を除く一般会計，各特別会計）

合 計 備 考
給 与 費

計

管 理 職 員
特 別 勤 務 手 当
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給与費明細書

ア　会計年度任用職員以外の職員

人

イ　会計年度任用職員

人

区 分 職 員 数
給 与 費

給 料 職 員 手 当 等

補 正 前 （指 人）

補 正 後 （指 人）

比 較 （指 人）

職 員 手 当
等 の 内 訳

区 分 扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当 初任給調整手当

補正前

区 分 休日勤務手当 管 理 職 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当
定 時 制 通 信
教 育 手 当

補正後

通 勤 手 当

比 較

比 較

補正前

補正後

区 分 職 員 数
給 与 費

報 酬 給 料 職 員 手 当

補 正 前 （指 人）

補 正 後 （指 人）

比 較 （指 人）

職 員 手 当
等 の 内 訳

区 分 扶 養 手 当 地 域 手 当

補正後

比 較

住 居 手 当 初任給調整手当 通 勤 手 当

補正後

補正前

比 較

区 分 休日勤務手当 管 理 職 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当
定 時 制 通 信
教 育 手 当

補正前
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（事業会計を除く一般会計，各特別会計） （単位　千円）

給 与 費
共 済 費 合 計 備 考

計

（単位　千円）

夜間勤務手当単身赴任手当 特殊勤務手当 時間外勤務手当 宿 日 直 手 当
管 理 職 員
特別勤務手当

教員特別手当 児 童 手 当産業教育手当 退 職 手 当

（事業会計を除く一般会計，各特別会計） （単位　千円）

給 与 費
共 済 費 合 計 備 考

計

単身赴任手当 特殊勤務手当 時間外勤務手当 宿 日 直 手 当
管 理 職 員
特別勤務手当

夜間勤務手当

（単位　千円）

産業教育手当 退 職 手 当 教員特別手当 児 童 手 当
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　　給与費明細書

　２　給料及び職員手当等の増減額の明細

区 分 増　減　額

職員手当等

増 減 事 由 別 内 訳 説　　　　　　明

1
そ の 他 の
増 減 分

830830
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（単位　千円）

600

230

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当

時 間 外 勤 務 手 当
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岡 山 市 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算
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甲第106号議案

令和７年度岡山市下水道事業会計補正予算（第１号）
（総　　則）

第１条　令和７年度岡山市下水道事業会計の補正予算（第１号）は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　令和７年度岡山市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量の中，

　２　主要な建設改良事業

　　　⑴　公共下水道整備事業（管きょ）「8, 562, 982千円」を「8, 783, 066千円」に改める。

（資本的収入及び支出）

第３条　予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

　　 　　（科　　　　目）　　　　　　　（既決予定額）　　　　（補正予定額）� （　計　） 　　　　

収　　　　　　　　　入

　第１款　資 本 的 収 入　　�　　　20, 239, 798千円　　 　 　220, 084千円　　　20, 459, 882千円　 　　

　　第１項　企　　業　　債　�　　　13, 857, 300千円　　 　 　162, 800千円　　　14, 020, 100千円　 　　

　　第４項　国庫（県）補助金　� 　　　3, 583, 314千円　 　 　 　57, 284千円　 　　3, 640, 598千円　 　　

支　　　　　　　　　出

　第１款　資 本 的 支 出　　　�　　27, 783, 094千円　　 　 　220, 084千円　　　28, 003, 178千円　 　　

　　第１項　建 設 改 良 費　　�　　12, 225, 214千円　　 　 　220, 084千円　　　12, 445, 298千円　 　　

（企業債）

第４条　予算第６条の表中の限度額を次のとおりに改める。

� （単位　千円）

起債の目的
限度額

起債の方法 利率 償還の方法
補正前 補正後

下水道建設事業 7, 422, 700 7, 585, 500 普通貸借又
は証券発行

3. 5％以内（ただし，
利率見直し方式で借
り入れる資金につい
て，利率の見直しを
行った後において
は，当該見直し後の
利率）

起債の日から据置期間を含
め40年以内に償還する。た
だし，企業財政の都合によ
り償還年限を短縮し，又は
繰上償還を行い，あるいは
借換えを行うことができる
ものとし，借入先の融通条
件があるときは，これに従
うことができる。

　　　令和７年６月９日提出　　　　　　　　　　　

� 岡 山 市 長　大　　森　　雅　　夫　　
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予 算 に 関 す る 説 明 書
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令和７年度岡山市下水道事業会計補正予算（第１号）実施計画
資　本　的　収　入　及　び　支　出

収　　　　　入
（単位　千円）

支　　　　　出
（単位　千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　　　　考

１　資本的収入 20, 239, 798 220, 084 20, 459, 882

１　企　業　債 13, 857, 300 162, 800 14, 020, 100

１　企　業　債 13, 857, 300 162, 800 14, 020, 100 下水道建設事業債の増

４
　国庫（県）

　　補　助　金 3, 583, 314 57, 284 3, 640, 598

１
　国庫（県）

　　補　助　金 3, 583, 314 57, 284 3, 640, 598 国庫補助金の増

収　　入　　合　　計 20, 239, 798 220, 084 20, 459, 882

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　　　　考

１　資本的支出 27, 783, 094 220, 084 28, 003, 178

１　建設改良費 12, 225, 214 220, 084 12, 445, 298

１
　公共下水道整備

　　費（管きょ） 8, 562, 982 220, 084 8, 783, 066 委託料の増

支　　出　　合　　計 27, 783, 094 220, 084 28, 003, 178

　 下水道事業会計
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　 下水道事業会計

令和７年度岡山市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書（第１号）
（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）

� （単位　千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー　

当年度純利益　� 　0
減価償却費　　� 11, 971, 218
固定資産除却損　� 　80, 209
賞与引当金の増減額（△は減少）　� 　9, 928
貸倒引当金の増減額（△は減少）　� 　△　　　6, 784
長期前受金戻入額　� 　△　4, 875, 225
受取利息及び配当金　� 　△ 　 　　297
支払利息及び企業債取扱諸費　� 　2, 348, 481
有形固定資産売却損益（△は益）　� 　0
未収金の増減額（△は増加）　� 　293, 824
未払金の増減額（△は減少）　� 　　　　589, 203
　　　小　　　　計　� 　10, 410, 557
受取利息及び配当金　� 　297
支払利息及び企業債取扱諸費　� 　△　2, 348, 481

　　　業務活動によるキャッシュ・フロー　� 8, 062, 373

２　投資活動によるキャッシュ・フロー　

有形固定資産の取得による支出　� 　△ 12, 375, 678
有形固定資産の売却による収入　� 　0
無形固定資産の取得による支出　� 　△　　248, 104
国庫補助金による収入　� 　3, 305, 994
国庫補助金返還金による支出　� 　0
負担金等による収入　� 　174, 360
一般会計負担金による収入　� 　1, 840, 204
企業債償還積立金による収入　� 　0
企業債償還積立金による支出　� 　　　　　　0

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー� 　△　7, 303, 224

３　財務活動によるキャッシュ・フロー　

一時借入れによる収入　� 　12, 000, 000
一時借入金の返済による支出　� 　△ 12, 000, 000
企業債による収入　� 　14, 020, 100
企業債の償還による支出　� 　△ 15, 557, 880
一般会計出資金による収入� 　　　　　701, 289

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー� 　△　　836, 491

　　資 金 増 減 額 　� △　 　77, 342
　　資 金 期 首 残 高 　� 　　2, 357, 575
　　資 金 期 末 残 高 　� 2, 280, 233
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令和７年度岡山市下水道事業予定貸借対照表（第１号）

（令和８年３月31日現在）
� （単位　千円）

資　　産　　の　　部
１　固　　定　　資　　産　　

　 　（１）有　形　固　定　資　産　� 524, 704, 361　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　減 価 償 却 累 計 額　� 　△ 167, 296, 589　　　　357, 407, 772　　　　　　　　　　

　 　（２）無　形　固　定　資　産� 　　4, 480, 007　　　　　　　　　　

　 　（３）投　　　　　　　　　資� 　　　　 9, 854　　　　　　　　　　

　　　　　　固　定　資　産　合　計� 　　　361, 897, 633　

２　流　　動　　資　　産　　

　 　（１）現　　 金　　 預　　 金　� 　2, 280, 233　　　　　　　　　　

　 　（２）未　　　　収　　　　金� 　1, 846, 335　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　貸　 倒　 引　 当　 金　� △　　　66, 286　　 　 　1, 780, 049　　　　　　　　　　

　　　　　　流　動　資　産　合　計　� 　　 4, 060, 282　

　　　　　　資　　 産　　 合　　 計　� 　　 365, 957, 915　

負　　債　　の　　部
３　固　　定　　負　　債　　

　 　（１）企　　　　業　　　　債　　� 　 180, 465, 615　　　　　　　　　　

　　　　　　固　定　負　債　合　計� 　　　180, 465, 615　

４　流　　動　　負　　債　　

　 　（１）企　　　　業　　　　債� 　　15, 349, 815　　　　　　　　　　

　 　（２）未　　　　払　　　　金� 　　3, 313, 624　　　　　　　　　　

　 　（３）未　　 払　　 費　　 用　� 　6, 000　　　　　　　　　　

　 　（４）預　　　　り　　　　金� 　　81, 753　　　　　　　　　　

　 　（５）引　　　　当　　　　金� 　　　 　100, 256　　　　　　　　　　

　　　　　　流　動　負　債　合　計� 　　　18, 851, 448　

　 下水道事業会計
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５　繰　　延　　収　　益　　

　 　（１）長　 期　 前　 受　 金　� 　207, 304, 808　　　　　　　　　　

　　　　　収　益　化　累　計　額　� 　△　75, 816, 328　　　　　　　　　　

　　　　　　繰　延　収　益　合　計　　� 　 131, 488, 480　

　　　　　　負　　 債　　 合　　 計　� 　　 330, 805, 543　

資　　本　　の　　部
６　資　　 　本　　 　金　� 　34, 587, 619　

７　剰　　 　余　　 　金　　

　 　（１）資　 本　 剰　 余　 金　� 　　 　564, 753　　　　　　　　　　

　　　　　　剰　 余　 金　 合　 計　� 　　 　564, 753　

　　　　　　資　　 本　　 合　　 計　　� 　　35, 152, 372　

　　　　　　負　債　資　本　合　計　　� 　 365, 957, 915　
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注　　　記

１　重要な会計方針
 　（１）固定資産の減価償却の方法　　
　　　　ア　有形固定資産　
　　　　　　・減価償却の方法　　　　
　　　　　　　　定額法による。　　　　
　　　　　　・主な耐用年数　　　　
　　　　　　　　建物　　　　　　８～50年　
　　　　　　　　構築物　　　　　10～50年　
　　　　　　　　機械及び装置　　６～50年　
　　　　イ　無形固定資産　
　　　　　　・減価償却の方法　　　　
　　　　　　　　定額法による。　　　　
　　　　　　・主な耐用年数　　　　
　　　　　　　　施設利用権　　　32年　
 　（２）引当金の計上方法　　
　　　　ア　退職給付引当金　
　　　　　　　職員の退職手当は，全額一般会計より支給されているため，計上していない。　　　　
　　　　イ　賞与引当金　
　　　　　　�　職員の期末・勤勉手当の支給及びその支給に伴い発生する法定福利費の支給に備えるため，

当事業年度末における支給見込額に基づき，当事業年度の負担に属する額を計上している。
　　　　ウ　貸倒引当金　
　　　　　　　債権の不納欠損に備えるため，実績率等による回収不能見込額を計上している。　　　　
 　（３）消費税等の会計処理　　
　　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式による。　
２　予定キャッシュ・フロー計算書等関連
　　　該当なし　
３　予定貸借対照表等関連
 　（１）企業債の償還に係る他会計の負担　　
　　　　�　予定貸借対照表に計上されている企業債（当事業年度の末日の翌日から起算して１年以内に償還

予定のものも含む）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は113, 328, 684千円である。
４　セグメント情報
　　　該当なし　
５　減損損失
　　　該当なし　
６　リース契約により使用する固定資産
　　　該当なし　
７　重要な後発事象
　　　該当なし　

　 下水道事業会計
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